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１．はじめに

　近年、シールドトンネルの建設コスト

削減を目的として、自動組立、高速施工

に適した継手構造を持つセグメントが求

められている。筆者らは、施工性の良い

ボルトレスの継手構造を持つＡＳ(Axial

－Slide)セグメントの開発を進めている。今回、関西電力　学園豊崎間管路新設工事第１工区の一部区間に於

いてＡＳセグメントの試験施工を行った。当該施工区間は曲率半径 R=50mの急曲線部である。本報告では、

急曲線部でのＡＳセグメントの組立性、継手の健全性について確認したものである。工事概要を表１に示す。

２．ＡＳセグメントの概要

　ＡＳセグメントは図１に示す様に継手をあらかじめ内蔵したセグメントであり、トンネル軸方向に押し込

むだけで組立が可能である。セグメント継手（AS ジョイント）はトンネル軸方向挿入による楔式の継手で

あり、組立と同時に締結力が導入できる機構を備えている。リング継手（アンカージョイント）は、アンカ

ー式の継手であり、調心機能を持たせている。

表１　工事概要
シールド工法 泥水式シールド工法
セグメント 8分割、外径φ7560mm、幅 600mm、桁高 280mm
地質、土被り 洪積砂層、洪積粘性土層の互層、約 40m
曲率半径 右 R=50m（中折れ装置使用　左右 5゜）
勾配 0.49% 下り
リング数 41 リング（標準 7、テーパ 32、調整 2リング）
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図２　テーパーセグメント組立時のアンカージョイント
アンカージョイント
．急曲線適用における対応

今回の施工については、同工区で実施した直線部での施工結果を基に、急

１）テーパセグメント組立時の継手挙動の検討

本工事のテーパセグメントはテーパ角 0.88゜の両テーパーセ

メントである。片側のリング継手には、セグメント中心線に

し、0.44゜の角度がついているため、リング継手締結の際は、

雌の部品の中心線と継手スライド方向に 0.44°の角度のつい

斜め締結となり、図２の様に約 0.5mmの横移動が生じる。こ

ため、調心量の設定を直線区間の場合では 2.0mmであったも

を 2.5mmに変更した。

２）事前組立試験による確認

前述の斜め締結によっても健全な継手品質が得られることを

認するため、事前に組立試験を行った。図３に試験装置の概要を示す。
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　組立試験は実物大のテーパセグメントを用いた。また、実際の施工時にセグメントリングの真円度の悪化

が起こることを想定し、既設セグメントの鉛直内径と水平内径の差が 45mmある設定で試験を行った。試験

結果を表２に示す。試験では、シールドマシンの組立時のジャッキ推力に設定し組立を行った結果、設定推

力以下で組立が可能であった。また本

試験で締結したアンカージョイントを

供試体として実体引張り試験を行った

ところ、所要の引張強度、目開き性能

を有していることが確認できた。

４．実施工結果

　AS セグメントの施工区間を図４に示す。R=50m の曲線区間のうち AS セグメント施工区間以外は、ボル

ト締結式のダクタイルセグメントを施工したので、これと比較する。　計測要領を図４に示す。

（１）組立時間

　AS セグメントの組立時間は平均 25分でありボル

ト式に比べ１割程度の短縮となった。組立人員×組

立時間の工数では約 75%程度であり、曲線施工にお

いても本セグメントの省力効果が実証された。

（２）出来形及びゲージ計測結果

　目開き及び真円度は、ボルト式と同等以上であっ

た（表４）。また、アンカージョイントの応力度は

僅かな圧縮力のみが観測され変動も少なかった（図

５）。本工事のシールドマシンは後胴押し方式の中

折れ装置を採用しており、掘進時、セグメントに対

してジャッキの片押しが少なく、リング継手は全断面で

圧縮の状態にあったと考えられる。カーブの内側及び外

側のリング継手目開き量もほぼ 0であり、掘進が進んで

も変化は見られなかった。

５．まとめ

　今回初めて曲率半径 R=50m部分において ASセグメン

トの実施工を行った。その結果、急曲線部においてもＡ

Ｓセグメントは、ボルト式と同等以上の施工結果であり、

組立の省力化も図れるものであることを実証した。
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図４　計測要領
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表３　セグメント組立時間の比較
組立時間
平均

人員 組立時間×人員

式 28 分 3～4 人 84～112 分・人
メント 25 分 3人 75 分・人

出来形計測結果（計測数 24リングの平均値）
ボルト式 AS ｾｸﾞﾒﾝﾄ

ピース間 0.0～0.6mm 0.0～0.2mm
リング間 0.0～0.4mm 0.0～0.2mm
鉛直 -17.1mm -16.0mm測内

内径) 水平 -1.5mm -0.7mm

図５　アンカージョイントの応力度計測結果
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